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陣

第
一
節

研
究
動
員
・
学
徒
勤
労
動
員

三
二
六

科
学
研
究
ノ
緊
急
整
備
方
策
要
綱
及
ビ
学
内
科
学
動
員
委
員
会
ニ
関

ス
ル
意
見

（『
科
学
研
究
動
員
関
係
書
類
』
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
）

科
学
研
究
ノ
緊
急
整
備
方
策
要
綱

第
一

方

針

科
学
技
術
ノ
動
員
ニ
関
ス
ル
綜
合
的
根
本
方
策
ノ
一
環
ト
シ
テ
大
学
其
ノ
他

科
学
研
究
機
関
ニ
於
ケ
ル
科
学
ニ
関
ス
ル
学
理
研
究
力
ヲ
戦
争
ノ
現
段
階
ニ

於
テ
最
高
度
ニ
集
中
発
揮
セ
シ
メ
科
学
ノ
飛
躍
的
向
上
ヲ
図
リ
戦
力
ノ
急
速

増
強
ニ
資
ス
ル
為
之
ガ
体
制
ヲ
速
カ
ニ
整
備
ス

第
二

要

領

一
、
大
学
其
ノ
他
科
学
研
究
機
関
ニ
於
ケ
ル
科
学
研
究
ハ
大
東
亜
戦
争
ノ
遂

行
ヲ
唯
一
絶
対
ノ
目
標
ト
シ
テ
強
力
ニ
之
ガ
推
進
ヲ
図
ル

二
、
学
術
研
究
会
議
ヲ
強
化
活
用
シ
大
学
其
ノ
他
科
学
研
究
機
関
ノ
科
学
ニ

関
ス
ル
学
理
研
究
力
ヲ
最
高
度
ニ
集
中
発
揮
セ
シ
ム

三
、
大
学
其
ノ
他
科
学
研
究
機
関
ニ
於
ケ
ル
直
接
戦
力
増
強
ニ
資
ス
ル
研
究

ニ
付
テ
ハ
陸
海
軍
其
ノ
他
之
ニ
関
係
ア
ル
方
面
ノ
要
望
ニ
基
ヅ
キ
之
ニ
協

力
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
之
ト
密
接
不
可
分
ナ
ル
基
礎
的
研
究
ニ
関
シ
テ
ハ
各
種

研
究
機
関
独
自
ノ
性
格
及
ビ
機
能
ヲ
最
高
度
ニ
発
揮
セ
シ
ム
之
ガ
タ
メ
其

ノ
担
当
ス
ベ
キ
研
究
機
関
及
研
究
者
ヲ
計
画
的
ニ
動
員
ス

四
、
大
学
其
ノ
他
科
学
研
究
機
関
ノ
内
容
及
組
織
ニ
付
テ
ハ
前
各
項
ノ
企
図

ヲ
遂
行
シ
得
ル
如
ク
之
ガ
重
点
的
整
備
拡
充
ヲ
図
ル

五
、
科
学
研
究
要
員
ノ
確
保
並
ニ
科
学
研
究
ニ
緊
要
ナ
ル
資
材
及
研
究
費
ノ

充
実
確
保
ヲ
図
ル

第
三

措

置

一
、
学
術
研
究
会
議
ノ
機
構
ヲ
整
備
強
化
ス
ル
ト
共
ニ
之
ニ
科
学
研
究
動
員

ニ
関
ス
ル
特
別
委
員
会
ヲ
設
置
シ
並
ニ
大
学
其
ノ
他
主
要
研
究
機
関
ニ

夫
々
之
ト
連
絡
ア
ル
科
学
研
究
動
員
ニ
関
ス
ル
委
員
会
ヲ
設
置
セ
シ
メ
文

部
省
ニ
於
テ
ハ
両
者
ヲ
活
用
シ
学
理
研
究
力
ノ
集
中
発
揮
ニ
当
リ
其
ノ
他

科
学
ノ
飛
躍
的
向
上
ニ
必
要
ナ
ル
行
政
的
措
置
ヲ
行
フ

二
、
科
学
研
究
要
員
ノ
確
保
ヲ
図
ル
為
左
ノ
方
途
ヲ
講
ズ

1
、
緊
要
研
究
ニ
従
事
ス
ベ
キ
要
員
ニ
付
テ
ハ
専
心
研
究
ニ
従
事
セ
シ
ム

一
八
・
八
・
二
〇

閣

議

決

定
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校
等
ノ
定
員
ノ
増
加
其
ノ
他
必
要
ナ
ル
措
置
ヲ
講
ズ

4
、
科
学
研
究
ニ
専
念
セ
シ
ム
ル
為
研
究
要
員
ノ
待
遇
ニ
付
所
要
ノ
改
善

ヲ
考
慮
ス

三
、
科
学
研
究
用
資
材
ニ
付
テ
ハ
科
学
研
究
ノ
飛
躍
的
向
上
ノ
為
所
要
ノ
数

量
ヲ
優
先
確
保
ス
ル
ト
共
ニ
之
ガ
重
点
的
配
分
ヲ
行
フ
等
必
要
ナ
ル
措
置

ヲ
講
ズ

四
、
本
要
綱
実
施
ニ
要
ス
ル
経
費
ニ
付
テ
ハ
速
カ
ニ
必
要
ナ
ル
予
算
的
措
置

ヲ
講
ズ

備

考
一
、

措
置
ノ
二
ノ
１
、
緊
要
研
究
ニ
従
事
ス
ベ
キ
要
員
ノ
軍
服
務
ニ
関
シ

テ
ハ
関
係
庁
ニ
於
テ
速
カ
ニ
具
体
的
方
途
ヲ
考
究
ス

学
内
科
学
動
員
委
員
会
ニ
関
ス
ル
意
見

医
学
部

教
授

下
田
光
造

仝

福
田
得
志

仝

皆
見
省
吾

以
上
三
名
ヲ
夫
々
委
員
ノ
コ
ト

工
学
部

備
考

Ａ
ハ
現
時
局
下
ニ
於
テ
ハ
理
科
系
学
部
ト
理
科
系
研
究
所
ヨ
リ
選
出
ヲ

希
望
ス

Ｃ
ハ
研
究
問
題
ノ
通
達
ア
ル
時
Ｂ
ノ
意
見
ニ
ヨ
リ
新
設
ス
ル

随
ツ
テ

問
題
解
決
ノ
場
合
ハ
解
消
ス
ル
又
同
時
ニ
二
ツ
以
上
存
置
セ
ラ

ル
ヽ
コ
ト
モ
連
合
ス
ル
コ
ト
モ
ア
リ
得
ル
更
ニ
他
学
部
ノ
ソ
レ
ト

共
力
ス
ル
コ
ト
モ
考
ヘ
ウ
ル

農
学
部

学
部
長
及
研
究
所
長
（
官
制
上
ノ
）
ヲ
以
テ
委
員
ニ
充
ツ

理
学
部目

的

一
、
学
術
研
究
会
内
特
別
委
員
会
ト
ノ
連
絡
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ル
如
ク
軍
ノ
服
務
ニ
関
シ
適
当
ナ
ル
措
置
ヲ
講
ズ

2
、
大
学
及
専
門
学
校
ノ
卒
業
生
ニ
シ
テ
緊
要
研
究
ニ
従
事
ス
ベ
キ
者
ニ

付
テ
ハ
優
先
的
配
当
ヲ
行
フ

3
、
研
究
要
員
ノ
急
速
ナ
ル
増
加
養
成
ヲ
図
ル
為
所
要
ノ
大
学
及
専
門
学
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一
、
軍
ト
ノ
直
接
連
絡

一
、
学
内
ノ
横
ノ
連
絡

一
、
特
殊
ノ
問
題
ニ
対
シ
テ
ハ
其
統
制
下
ニ
夫
々
ノ
研
究
委
員
会
ヲ
設
置
ス

ル
事

一
、
其
他
、
科
学
動
員
上
必
要
ナ
ル
事
項

組

織

総
長
、
学
部
長
、
研
究
所
長
、

但
必
要
ニ
応
ジ
テ
夫
々
ノ
専
門
家
ヲ
参
加
セ
シ
ム

希
望
事
項

一
、
学
内
ノ
総
智
ヲ
結
集
シ
テ
問
題
ノ
解
決
ヲ
ハ
カ
ル
ガ
如
ク
ス
ル
コ
ト

一
、
時
局
下
重
要
ナ
ル
研
究
ノ
遂
行
ノ
タ
メ
ニ
ハ
規
則
ニ
拘
泥
ス
ル
事
ナ
ク

弾
力
性
ア
ル
行
政
措
置
ヲ
講
ゼ
ラ
レ
タ
シ

例
ヘ
バ
長
期
出
張
、
講
義

時
間
ノ
配
置
ニ
関
シ
テ
融
通
性
ヲ
認
メ
ラ
レ
タ
シ

一
、
既
設
ノ
研
究
施
設
ノ
利
用
ニ
関
シ
テ
ハ
有
無
相
通
ズ
ル
ガ
如
ク
総
長
ニ

於
テ
取
計
ハ
レ
タ
シ

流

研
流
研
ヨ
リ
ハ
所
長
及
所
員
一
名
ノ
参
加
ヲ
希
望
ス

科
学
研
究
動
員
特
別
委
員
会
ノ
役
割

一
、
軍
其
他
ト
ノ
研
究
上
ノ
連
繋

二
、
研
究
機
関
内
研
究
委
員
会
ト
ノ
連
絡

三
、
大
東
亜
戦
争
遂
行
上
緊
要
ナ
ル
研
究
題
目
ノ
選
定

四
、
研
究
題
目
ヲ
担
当
ス
ル
研
究
機
関
及
研
究
者
ノ
選
定

五
、
研
究
協
力
組
織
（
綜
合
研
究
、
共
同
研
究
及
連
絡
ニ
関
ス
ル
組
織
）
ノ
企

画

六
、
研
究
費
必
要
額
ノ
推
算

七
、
研
究
成
果
ノ
戦
力
ヘ
ノ
活
用

八
、
研
究
上
ノ
各
種
斡
旋
援
助

九
、
其
他
研
究
動
員
上
必
要
ナ
ル
事
項

大
学
内
研
究
動
員
委
員
会
ノ
役
割

一
、
科
学
研
究
動
員
特
別
委
員
会
ト
ノ
連
絡

二
、
軍
其
他
ト
ノ
研
究
上
ノ
連
繫

三
、
部
内
研
究
ノ
重
要
研
究
題
目
ヘ
ノ
集
中
促
進

四
、
部
内
研
究
・
委
託
研
究
題
目
ノ
研
究
協
力
組
織
ノ
編
成
促
進

五
、
研
究
ノ
連
絡
指
導
其
他
資
材
資
金
等
各
種
斡
旋
援
助

六
、
地
方
高
等
専
門
学
校
研
究
者
ト
ノ
協
力

七
、
研
究
成
果
ノ
戦
力
ヘ
ノ
活
用

八
、
其
他
部
内
研
究
動
員
上
必
要
ノ
事
項
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三
二
七

九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
教
授
会
意
見
書

（『
第
四
五
三
回
法
文
学
部
教
授
会
議
事
録
』

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
一
一
月
一
〇
日
）

九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
教
授
会
意
見
書

十
月
二
十
一
日
文
部
当
局
よ
り
内
示
せ
ら
れ
た
る
事
項
に
関
し
当
日
の
協
議

の
模
様
並
び
に
翌
二
十
二
日
の
西
部
関
係
諸
大
学
打
合
せ
の
事
情
に
つ
き
学
部

長
よ
り
詳
細
な
る
報
告
あ
り
た
る
に
よ
り
て
、
本
教
授
会
は
慎
重
熟
議
の
上
左

の
如
き
意
見
に
到
達
せ
り
。

精
神
文
化
科
学
の
軽
視
せ
ら
れ
ざ
る
べ
き
こ
と
が
綜
合
帝
国
大
学
に
於
け
る

文
科
系
学
部
の
存
続
並
び
に
研
究
機
関
の
現
状
確
保
の
方
針
に
よ
つ
て
明
示
せ

ら
れ
た
る
は
誠
に
正
当
の
措
置
な
る
も
、
防
空
上
の
見
地
並
び
に
授
業
上
の
関

係
に
よ
る
学
生
委
託
の
件
に
関
し
て
は
、
根
本
的
に
考
慮
を
要
す
べ
き
点
尠
な

か
ら
ず
。

(一)
九
州
帝
国
大
学
は
我
が
国
文
化
の
発
祥
地
に
設
立
せ
ら
れ
て
以
来
、
本
学
部

を
含
む
綜
合
大
学
と
し
て
西
部
学
区
の
文
科
的
中
心
を
な
し
、
年
と
共
に
そ
の

重
き
を
加
へ
つ
つ
あ
り
。現
に
本
学
部
に
教
育
を
受
く
る
者
そ
の
概
ね
は
九
州
、

四
国
、
中
国
の
出
身
者
に
し
て
、
全
国
官
立
高
等
学
校
二
十
六
校
の
中
広
島
以

西
に
あ
る
も
の
、
そ
の
三
分
の
一
を
数
ふ
。
人
口
疎
開
の
見
地
よ
り
す
る
も
文

化
の
地
方
的
中
心
を
確
立
す
る
こ
と
益
々
緊
要
と
な
り
つ
つ
あ
る
際
、
西
日
本

に
於
い
て
本
学
部
の
教
育
を
保
全
し
真
に
文
化
の
淵
叢
た
る
実
を
備
ふ
る
は
当

然
な
り
。
大
東
亜
建
設
前
進
拠
点
と
し
て
本
学
の
意
義
愈
々
重
き
を
加
ふ
る
の

時
、
内
外
地
学
生
の
み
な
ら
ず
外
国
人
留
学
生
を
も
此
地
に
お
い
て
教
育
を
継

続
す
る
は
最
も
適
当
の
措
置
と
い
ふ
べ
き
な
り
。

(二)
苟
く
も
学
生
の
教
育
に
責
任
を
持
つ
立
場
に
立
つ
大
学
が
そ
の
学
生
を
他

大
学
に
委
託
し
晏
如
と
し
て
あ
る
こ
と
は
、教
育
上
許
さ
る
べ
き
事
柄
に
非
ず
。

大
学
は
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
学
風
を
伝
統
と
し
て
有
し
、
殊
に
文
科
系
の
学
科

は
そ
の
学
風
を
離
れ
て
は
教
育
の
全
き
を
期
し
難
し
。
本
学
部
の
学
生
は
従
来

に
於
て
も
法
文
経
三
科
の
合
計
各
学
年
三
百
数
十
名
に
し
て
、
教
官
（
四
十
四

講
座
）
と
の
接
触
深
く
、
文
科
の
み
な
ら
ず
、
法
経
学
生
に
対
し
て
も
入
学
第

二
年
以
上
の
者
に
は
演
習
制
度
を
必
須
科
目
と
し
て
採
用
し
、
大
学
生
た
る
の

教
育
の
徹
底
に
努
め
つ
つ
あ
り
。
従
つ
て
本
学
学
生
の
教
育
は
研
究
機
関
を
離

れ
て
成
立
ち
難
き
関
係
に
あ
れ
ば
、
之
等
学
生
を
他
大
学
に
委
託
す
る
が
如
き

は
、
徒
ら
に
混
乱
を
招
く
の
み
に
し
て
、
教
育
の
成
果
を
挙
げ
得
ざ
る
は
極
め

て
明
ら
か
な
り
。

(三)
今
回
の
徴
集
に
よ
り
本
学
学
生
一
千
名
の
大
部
分
が
入
営
す
べ
き
も
、
未
丁

年
者
及
び
そ
の
他
の
者
（
帰
還
学
生
、
既
検
査
未
召
集
学
生
、
女
子
学
生
、
外

国
人
留
学
生
）
に
し
て
殘
留
す
る
学
生
ほ
ぼ
二
百
数
十
名
あ
り
。
こ
れ
ら
学
生

中
に
は
応
召
待
機
中
に
し
て
教
官
直
接
の
嚮
導
に
俟
つ
に
非
ざ
れ
ば
教
育
の
成

果
を
期
し
難
き
事
情
に
あ
る
者
尠
し
と
せ
ず
。
又
短
期
の
在
学
期
間
を
経
て
軍

務
に
服
せ
ん
と
す
る
学
生
に
対
し
て
も
講
義
と
教
練
以
外
に
研
究
室
中
心
の
倶

学
倶
進
的
教
育
を
併
せ
行
ひ
大
学
生
た
る
教
育
の
徹
底
を
計
る
こ
と
正
に
緊
要

な
り
と
す
。
さ
ら
に
防
空
上
の
見
地
よ
り
す
る
も
、
空
襲
そ
の
他
に
対
し
て
本
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学
の
諸
施
設
を
防
衛
す
る
た
め
、
こ
れ
が
要
員
と
し
て
寧
ろ
現
在
程
度
の
残
留

学
生
は
之
を
研
究
機
関
の
下
に
教
育
訓
練
し
職
員
と
共
に
防
護
の
任
務
に
服
せ

し
む
る
必
要
あ
り
。
出
動
学
生
に
対
し
て
は
十
月
十
九
日
本
大
学
に
於
て
挙
行

せ
ら
れ
た
る
壯
行
会
に
於
て
予
め
帰
還
後
に
於
け
る
授
業
の
継
続
を
確
約
し
あ

り
。
今
中
途
に
し
て
授
業
を
停
止
し
残
留
学
生
を
他
に
委
託
す
る
が
如
き
は
出

動
学
生
に
対
し
徒
ら
に
不
安
を
醸
成
し
後
顧
の
憂
を
抱
か
し
む
る
も
の
に
し
て
、

師
弟
の
情
真
に
忍
び
難
き
と
こ
ろ
な
り
。

(四)
学
生
の
移
転
に
関
し
て
は
、
学
則
上
の
相
異
に
よ
り
学
生
取
扱
ひ
に
困
難
を

生
ず
る
こ
と
多
き
を
予
想
せ
ら
る
る
と
こ
ろ
な
る
が
、
殊
に
本
学
部
は
法
文
学

部
な
る
特
殊
構
成
を
有
す
る
が
故
に
一
層
こ
の
点
に
慎
重
な
る
考
慮
を
払
は
ざ

る
を
得
ず
。又
本
学
部
学
生
の
大
部
分
は
九
州
地
方
及
び
近
県
に
郷
里
を
有
し
、

家
計
其
の
他
の
事
由
に
よ
り
遠
隔
の
地
に
遊
学
せ
し
む
る
に
於
て
は
修
学
の
継

続
困
難
な
る
事
情
に
あ
る
者
尠
し
と
せ
ず
。
こ
の
種
学
生
の
中
に
は
特
に
優
秀

な
る
者
多
く
、
人
材
養
成
の
立
場
よ
り
す
る
も
、
本
学
に
於
て
生
活
上
の
安
定

を
与
へ
つ
つ
教
育
を
継
続
す
る
必
要
あ
り
。

以
上
い
づ
れ
の
点
よ
り
見
る
も
、
京
都
地
方
へ
学
生
を
移
転
す
る
案
の
如
き

は
適
当
と
認
め
難
く
、
西
部
に
在
り
て
も
特
に
九
州
に
於
け
る
唯
一
の
最
高
教

育
機
関
た
る
本
学
部
の
為
別
段
の
御
配
慮
を
懇
願
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
と
こ
ろ
な

り
。

三
二
八

時
局
の
要
請
に
応
へ
て
報
国
隊
は
じ
め
て
学
外
に
出
動

（『
九
州
帝
国
大
学
新
聞
』
第
二
四
三
号

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
一
月
二
〇
日
）

時
局
の
要
請
に
応
へ
て
報
国
隊
は
じ
め
て
学
外
に
出
動

過
日
の
防
空
演
習
に
予
想
以
上
の
偉
力
を
発
揮
し
た
本
学
報
国
隊
は
、
既
報

の
ご
と
く
時
局
の
要
請
に
応
へ
始
め
て
の
学
外
勤
労
作
業
を
六
日
実
施
し
た
。

こ
の
日
、
定
刻
七
時
二
十
分
最
高
学
年
を
除
く
約
一
千
名
の
全
学
部
学
生
は
そ

れ
ぞ
れ
所
定
の
場
所
に
集
合
、
朝
靄
を
つ
い
て
糟
屋
郡
一
帯
の
農
村
に
一
斉
に

繰
出
し
、
稲
刈
作
業
、
脱
穀
作
業
な
ど
に
従
事
し
た
。

張
り
切
つ
た
学
生
の
手
で
み
る
〳
〵
う
ち
に
稲
は
刈
取
ら
れ
、
束
ね
ら
れ
る
脱

穀
機
を
踏
む
足
取
り
も
軽
く
作
業
能
率
は
ぐ
ん
〳
〵
上
り
、
興
亜
学
徒
の
面
目

を
発
揮
し
た
、
か
く
て
一
日
の
尊
い
勤
労
を
終
へ
て
夕
闇
せ
ま
る
五
時
、
農
民

の
感
謝
感
激
の
声
を
あ
と
に
解
散
、
帰
路
に
つ
い
た
。

な
ほ
、
こ
の
日
特
技
隊
は
学
園
で
実
戦
さ
な
が
ら
の
猛
訓
練
を
行
ひ
、
乗
馬
隊

は
午
前
九
時
工
学
部
野
田
助
教
授
に
引
率
さ
れ
て
西
部
軍
司
令
部
に
至
り
、
清

掃
作
業
、
乗
馬
訓
練
な
ど
に
意
義
あ
る
一
日
を
終
へ
午
後
五
時
解
散
し
た
。

〔
註
〕
原
本
に
句
点
追
加
。
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第
二
節

学
徒
出
陣

三
二
九

学
生
に
動
員

（『
九
州
帝
国
大
学
新
聞
』
第
二
六
八
号

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
九
月
一
三
日
）

学
生
に
動
員

学
内
を
あ
げ
て
決
戦
に
臨
ま
ん

法
文
系
教
育
と
一
般
徴
集
猶
予
停
止

大
東
亜
戦
局
を
繞
る
昨
今
の
諸
情
勢
は
日
に
日
に
深
刻
化
し
、
現
在
の
国
内
態

勢
を
全
面
的
に
わ
た
つ
て
強
化
す
べ
く
過
般
来
そ
の
具
体
的
方
策
に
関
し
慎
重

勘
案
中
で
あ
つ
た
が
二
十
一
日
の
定
例
閣
議
に
お
い
て
決
定
を
見
る
に
至
つ
た

の
で
廿
二
日
午
後
七
時
三
十
分
内
閣
情
報
局
よ
り
そ
の
内
容
を
発
表
す
る
と
と

も
に
、
東
條
首
相
は
同
時
刻
重
要
放
送
を
行
ひ
国
内
態
勢
強
化
方
策
に
対
す
る

政
府
の
所
信
を
披
瀝
し
、
一
億
国
民
の
一
大
蹶
起
を
促
し
た
、
情
報
局
発
表
の

国
内
態
勢
強
化
策
の
中
に
二
、
と
し
て
国
民
動
員
の
徹
底
を
計
る
項
が
あ
る
、

一
般
の
徴
集
猶
予
を
停
止
し
理
工
科
系
統
の
学
生
に
対
し
入
営
延
期
の
制
を
設

く
、
理
工
科
系
統
の
学
校
の
整
備
拡
充
を
は
か
る
と
と
も
に
法
文
科
系
統
の
大

学
専
門
学
校
の
統
合
整
理
を
行
ふ
、
普
通
教
育
の
た
め
に
必
要
な
る
教
員
の
確

保
を
は
か
る
と
と
も
に
そ
の
採
用
に
就
て
は
広
く
適
材
を
得
る
の
措
置
を
講
ず

文
部
省
で
は
二
十
一
、
二
両
日
に
わ
た
つ
て
省
議
を
開
催
、
慎
重
検
討
を
進
め

た
結
果
こ
れ
が
実
施
方
針
の
大
綱
を
決
定
し
た
の
で
二
十
二
日
午
後
四
時
左
の

文
部
当
局
談
を
発
表
し
た

文
部
省
当
局
談

昨
日
の
閣
議
に
お
い
て
国
内
態
勢
の
強
化
方
策
の
決
定
を
見
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
教
育
関
係
か
ら
重
要
な
点
は
概
略
左
の
通
り
で
あ
る

一
、
一
般
適
齡
に
達
し
た
学
生
の
徴
集
猶
予
は
こ
れ
を
停
止
し
理
工
医
お
よ
び

農
科
の
い
は
ゆ
る
理
工
系
統
の
学
生
に
つ
い
て
は
国
の
要
員
養
成
の
建
前
か

ら
新
た
に
入
営
延
期
の
制
を
設
け
勉
学
を
継
続
せ
し
む
る
こ
と

一
、
理
工
医
農
な
ど
の
い
は
ゆ
る
理
工
系
統
の
学
校
は
さ
ら
に
整
備
拡
充
を
行

ふ
と
と
も
に
法
経
文
な
ど
の
大
学
に
お
い
て
は
将
来
教
員
た
る
べ
き
も
の
な

ど
の
た
め
の
教
育
を
除
き
こ
れ
を
停
止
す
る
こ
と

一
、
教
員
の
確
保
は
教
育
上
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
こ
の
教
育
は
継

続
す
る
こ
と

一
、
惟
ふ
に
今
回
の
措
置
は
決
戦
下
の
今
日
で
は
あ
る
が
国
の
動
員
計
画
と
睨

み
合
せ
国
家
の
所
要
の
要
員
を
養
成
す
る
と
い
ふ
意
図
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
、
し
た
が
つ
て
こ
れ
ま
で
学
窓
に
を
つ
て
勉
学
を
つ
ゞ
け
て
ゐ
た
学
徒
も

今
こ
そ
勇
躍
奮
起
銃
を
と
つ
て
第
一
線
に
立
つ
時
が
来
た
の
で
あ
る
、
故
に

国
家
要
請
に
基
い
て
学
窓
に
残
り
勉
学
を
つ
ゞ
け
る
も
の
は
正
に
国
家
に
徴

用
せ
ら
れ
た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
つ
て
一
層
そ
の
勉
学
修
養
に
精
進
努
力

す
る
こ
と
が
第
一
の
責
務
で
あ
る

一
、
如
上
の
処
置
に
よ
り
一
部
の
教
育
は
停
止
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
一
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方
に
は
国
土
防
衛
の
全
き
を
期
す
る
上
か
ら
も
必
要
な
る
程
度
に
お
い
て
は

学
校
校
舎
の
整
備
疎
開
な
ど
の
点
を
も
考
慮
し
今
後
適
当
な
措
置
を
講
ぜ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
る
、
な
ほ
学
徒
が
服
役
よ
り
帰
還
し
た
る
場
合
に
お
け
る

勉
学
に
つ
い
て
は
十
分
な
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
い
と
思
ふ

一
、
な
ほ
今
回
の
措
置
に
よ
つ
て
一
部
の
教
職
員
に
お
い
て
は
直
接
授
業
を
担

当
す
る
こ
と
な
き
に
至
る
も
の
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
学
問
研

究
に
あ
る
ひ
は
他
の
学
校
の
教
育
そ
の
他
の
要
務
に
そ
れ
ぞ
れ
御
奉
公
の
道

が
存
す
る
次
第
で
あ
つ
て
本
省
と
し
て
は
適
当
な
る
方
途
を
講
ず
る
考
へ
で

あ
る

同
時
に
学
校
教
育
全
般
に
わ
た
つ
て
決
戦
下
に
対
処
す
べ
き
行
学
一
体
の
本

義
に
徹
し
教
育
内
容
の
徹
底
的
刷
新
と
能
率
化
を
計
り
国
防
訓
練
の
強
化
、

勤
労
動
員
の
一
層
積
極
的
且
つ
徹
底
的
な
る
実
施
な
ど
を
あ
は
せ
考
へ
て
行

は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
、
し
か
し
て
学
徒
勤
労
に
つ
い
て
は
学
徒
を
し
て
集

団
的
に
動
員
す
る
や
う
に
致
し
た
い
と
思
ふ

一
、
要
す
る
に
今
回
の
決
戦
下
の
教
育
に
関
す
る
臨
時
措
置
は
戦
ひ
抜
き
勝
ち

抜
く
た
め
の
非
常
措
置
で
あ
つ
て
今
夏
職
場
勤
労
に
出
動
し
て
天
晴
れ
の
実

績
を
示
し
た
学
徒
諸
子
は
今
こ
そ
『
み
た
み
わ
れ
』
の
自
覚
に
徹
し
思
ふ
存

分
第
一
線
に
勇
戦
奮
闘
、
尽
忠
報
国
の
誠
を
致
す
こ
と
が
で
き
そ
の
若
き
力

は
皇
軍
に
一
層
の
威
力
を
加
へ
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
の
で
あ
つ
て
こ
の
こ
と
は

ま
こ
と
に
諸
子
の
本
懐
で
あ
り
ま
た
光
栄
こ
れ
に
過
ぐ
る
も
の
は
な
い
、
学

校
当
事
者
、
世
の
父
兄
各
位
は
も
と
よ
り
広
く
一
般
国
民
各
位
に
お
か
れ
て

も
如
上
の
趣
旨
を
十
分
に
諒
と
せ
ら
れ
て
こ
の
秋
こ
の
際
勇
躍
難
に
赴
く
若

き
学
徒
と
と
も
に
深
く
内
外
の
諸
情
勢
を
察
し
必
勝
信
念
の
も
と
悠
久
な
る

皇
国
の
将
来
と
雄
渾
限
り
な
き
大
東
亜
戦
争
の
意
義
に
徹
し
相
携
へ
て
政
府

の
意
図
の
貫
徹
に
協
力
邁
進
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な
い
次
第
で
あ

る

法
文
科
軽
視
は
慎
ま
ね
ば
な
ら
ぬ

お
召
し
の
あ
る
迄
勉
強
を

大
東
亜
戦
に
勝
ち
抜
く
た
め
国
政
の
全
面
的
合
理
化
が
断
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
が
科
学
戦
力
の
第
一
線
を
承
る
本
学
で
は
右
の
施
策
に
充
分
応
へ
る
べ
き

態
度
を
と
る
こ
と
に
な
つ
た
、
徴
集
猶
予
の
制
度
が
理
工
科
学
生
は
入
営
延
期

の
特
典
の
た
め
実
質
的
に
は
影
響
が
少
い
、
だ
か
ら
こ
そ
重
点
教
育
が
必
要
で

あ
る
、
法
文
科
で
は
本
年
は
例
年
よ
り
五
十
名
余
も
多
数
入
学
を
見
て
ゐ
る
の

で
今
回
の
諸
施
策
の
具
体
策
に
は
慎
重
を
期
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
本
学
と
し
て
は

お
召
の
あ
る
ま
で
は
落
着
い
て
学
問
研
究
に
挺
身
す
る
必
勝
の
構
へ
を
と
る
考

へ
の
由

荒
川
総
長
、
菊
池
法
文
学
部
長
談
に
よ
れ
ば
、
法
文
科
は
国
策
に
応
じ
て
新

学
年
を
期
し
大
拡
充
を
決
定
し
て
ゐ
る
程
で
理
工
科
尊
重
の
あ
ま
り
法
文
科
を

軽
視
す
る
や
う
な
こ
と
が
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
、
又
学
生
と
し
て
学
問
研
究
の
本

分
を
つ
く
す
の
が
国
家
へ
の
御
奉
公
で
あ
る
か
ら
、
学
生
は
お
召
が
あ
れ
ば
一

切
の
私
生
活
を
捨
て
て
国
難
に
赴
く
覚
悟
を
定
め
、
日
本
人
と
し
て
見
苦
し
い

精
神
的
動
揺
な
ど
を
お
こ
さ
ず
そ
の
と
き
が
く
る
ま
で
落
着
い
て
勉
強
に
専
念
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し
て
欲
し
い
と
云
つ
て
ゐ
る

尚
ほ
文
部
省
専
門
教
育
局
長
よ
り
電
報
に
て
次
の
如
き
指
示
が
あ
つ
た

『
文
部
省
よ
り
何
分
の
指
示
あ
る
ま
で
修
練
等
は
続
行
さ
れ
教
育
に
万
全
を
期

さ
れ
た
し
、
又
十
月
の
入
学
式
は
挙
行
さ
れ
る
や
う
』

三
三
〇

学
生
諸
子
に
告
ぐ

（『
九
州
帝
国
大
学
新
聞
』
第
二
六
九
号

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
一
〇
月
二
〇
日
）

学
生
諸
子
に
告
ぐ

総
長

荒
川
文
六

大
東
亜
戦
争
が
開
始
せ
ら
れ
て
か
ら
将
に
満
二
年
に
垂
ん
と
し
て
居
る
。
顧

み
れ
ば
昭
和
十
二
年
七
月
北
支
蘆
溝
橋
の
附
近
に
於
て
支
那
事
変
が
勃
発
し
て

か
ら
六
年
、
更
に
遡
つ
て
昭
和
六
年
九
月
奉
天
の
北
方
柳
条
溝
に
於
て
満
洲
事

変
の
端
が
発
せ
ら
れ
て
か
ら
数
へ
れ
ば
実
に
十
二
年
の
歳
月
が
経
過
し
て
居
る
。

満
洲
事
変
、
支
那
事
変
、
大
東
亜
戦
争
と
其
の
呼
称
は
変
つ
て
来
て
は
居
る
け

れ
ど
も
、其
の
間
に
一
脈
の
連
繋
が
あ
る
事
は
申
す
ま
で
も
な
い
処
で
あ
つ
て
、

事
態
は
当
然
進
む
べ
き
処
に
進
展
し
来
つ
た
の
だ
と
云
ふ
感
じ
は
、
国
民
の
誰

で
も
が
抱
い
て
居
る
処
だ
と
思
ふ
。

世
界
に
覇
を
制
せ
ん
と
す
る
米
英
と
八
紘
為
宇
の
肇
国
の
精
神
を
以
て
共
存

共
栄
の
楽
を
偕
に
す
る
世
界
を
実
現
せ
ん
と
す
る
我
が
国
と
は
、
其
の
主
義
に

於
て
、其
の
思
想
に
於
て
雲
泥
の
差
が
あ
り
、氷
炭
相
容
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

是
れ
が
実
に
今
次
の
戦
争
が
始
め
ら
れ
た
原
因
で
あ
る
し
、
又
之
を
徹
底
的
に

勝
ち
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
以
で
も
あ
る
と
申
し
て
差
支
な
い
で
あ
ら
う
。

敵
米
国
の
大
統
領
は
、
米
国
は
何
の
為
に
戦
ふ
や
と
の
質
問
に
対
し
て
、
或
は

真
珠
湾
の
奇
襲
に
対
す
る
報
復
で
あ
る
と
か
、
或
は
世
界
の
自
由
の
擁
護
の
為

で
あ
る
と
か
、
或
は
国
民
生
活
の
保
証
の
為
で
あ
る
と
か
、
種
々
の
言
を
設
け

て
之
を
説
明
し
や
う
と
し
て
居
る
け
れ
ど
も
、
何
れ
も
皆
世
界
制
覇
の
為
で
あ

る
と
云
ふ
真
の
目
的
を
擬
装
し
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
翻
て
我
が
宣

戦
の
詔
書
を
奉
読
す
る
に
、
我
が
国
が
蹶
然
起
つ
て
矛
を
執
る
に
至
つ
た
の
は

実
に
彼
等
の
行
ふ
処
が
東
亜
安
定
に
関
す
る
我
が
国
多
年
の
努
力
を
し
て
悉
く

水
泡
に
帰
せ
し
め
、
且
つ
我
が
国
の
存
立
を
し
て
危
殆
に
瀕
せ
し
む
る
が
為
で

あ
つ
て
、
真
に
已
む
を
得
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
宣
戦
の
詔
書
に
、『
今

ヤ
不
幸
ニ
シ
テ
米
英
両
国
ト
釁
端
ヲ
開
ク
ニ
至
ル
洵
ニ
已
ム
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ア

リ
豈
朕
カ
志
ナ
ラ
ム
ヤ
』
と
宣
は
せ
ら
れ
て
居
る
が
洵
に
畏
き
極
み
で
あ
る
。

大
東
亜
戦
争
は
開
始
以
来
、
御
稜
威
の
下
、
我
が
忠
勇
な
る
将
兵
の
努
力
に

よ
つ
て
着
々
と
し
て
戦
果
を
挙
げ
、
又
東
亜
共
栄
圏
の
建
設
も
亦
漸
を
遂
ふ
て

確
実
な
る
進
展
を
続
け
つ
ゝ
あ
る
の
で
あ
る
が
、
世
界
の
情
勢
は
未
だ
楽
観
を

許
す
べ
き
状
態
に
立
ち
到
つ
て
は
居
ら
ず
、
戦
局
も
亦
日
に
日
に
苛
烈
の
度
を

加
へ
来
つ
て
居
る
。
而
し
て
敵
米
英
は
其
の
擁
す
る
莫
大
な
る
物
的
資
源
を
動

か
し
て
一
挙
に
我
を
圧
迫
崩
壊
し
や
う
と
必
死
の
反
抗
を
試
み
て
居
る
の
で
あ

る
が
、
我
々
は
今
や
我
々
の
全
力
を
挙
げ
て
彼
等
の
企
図
を
破
砕
し
、
彼
等
を

屈
服
せ
し
め
、
以
て
此
の
戦
争
に
最
後
の
勝
利
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
謂
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決
戦
の
段
階
に
達
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
我
が
国
が
東
亜
永
遠
の
平
和
を
確
立

し
て
以
て
我
が
帝
国
の
光
栄
を
全
ふ
せ
ん
と
す
る
途
は
外
に
は
な
く
、
唯
此
の

戦
争
に
勝
つ
事
で
あ
る
。
今
は
実
に
『
一
旦
緩
急
ア
レ
ハ
義
勇
公
ニ
奉
シ
』
と

の
勅
語
を
実
行
す
る
時
が
来
た
の
で
あ
る
。

此
の
如
き
重
大
な
る
時
期
に
於
て
茲
に
新
し
い
学
年
が
開
始
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る
が
、
既
に
公
表
せ
ら
れ
た
通
り
政
府
は
在
学
の
事
由
に
よ
る
徴
集
延
期
の

制
度
の
停
止
を
断
行
し
て
理
工
科
系
の
学
生
に
対
し
て
入
営
延
期
が
認
め
ら
れ

る
外
、
総
て
の
学
生
生
徒
は
学
業
を
中
絶
し
て
国
防
の
第
一
線
に
立
つ
事
と
致

し
た
の
で
あ
る
。
是
れ
は
全
く
現
在
の
如
き
状
態
に
於
て
は
戦
争
完
遂
の
為
に

は
已
む
を
得
な
い
必
要
な
措
置
な
の
で
あ
る
。
学
生
諸
子
の
大
部
分
は
近
く
臨

時
検
査
を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
召
に
応
ず
る
事
と
な
る
で
あ
ら
う
が
、
出
で
て

軍
務
に
服
す
る
者
も
、
残
つ
て
学
業
に
勤
し
む
者
も
、
皆
等
し
く
大
命
を
拝
し

召
を
受
け
た
者
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
心
に
留
め
、
一
身
を
捧
げ
て
公
に
奉
ず
る

の
実
を
挙
げ
ら
れ
る
様
祈
る
の
で
あ
る
。

元
来
諸
子
が
本
学
に
お
い
て
学
業
を
修
む
る
目
的
は
、
平
時
に
お
い
て
も
決

し
て
一
身
一
家
の
為
で
は
な
く
、
国
家
の
た
め
に
役
立
つ
有
用
の
人
材
た
ら
ん

が
た
め
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
処
で
あ
る
が
、
現
今
の
如
き
非
常
の

時
に
お
い
て
は
、
こ
れ
が
一
層
明
か
に
せ
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。
即
ち
征
く
者
は

剣
を
執
つ
て
敵
を
撃
滅
す
る
為
に
一
命
を
棄
つ
る
の
覚
悟
を
以
て
征
途
に
上
る

と
共
に
、
止
る
者
は
其
の
知
能
技
術
を
磨
い
て
、
之
を
以
て
敵
の
勢
力
を
打
破

す
る
為
に
身
命
を
擲
つ
て
其
の
全
力
を
尽
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て

其
の
心
構
へ
に
於
て
は
、
征
く
者
も
止
る
者
と
少
し
も
異
る
処
が
あ
つ
て
は
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

元
よ
り
学
業
を
修
め
て
之
れ
に
よ
つ
て
君
国
の
た
め
に
尽
さ
う
と
志
し
た
諸

子
で
あ
る
か
ら
、
学
徒
と
し
て
勉
学
に
い
そ
し
み
、
其
の
途
に
於
て
報
国
の
誠

を
致
す
こ
と
を
努
め
る
の
が
本
来
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
旦
大
命
が
降
つ
て

君
国
の
た
め
に
尽
す
他
の
途
が
諸
子
の
前
に
開
け
た
場
合
に
は
、
欣
然
起
つ
て

其
の
道
に
進
ん
で
御
奉
公
を
な
す
の
が
日
本
国
民
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
否
、
寧
ろ
現
下
の
如
き
我
が
祖
国
の
危
急
存
亡
の
秋
に
お
い

て
国
家
の
要
請
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
御
奉
公
を
為
す
事
を
得

る
の
は
日
本
国
民
と
し
て
洵
に
本
懐
の
至
り
で
あ
り
、
又
光
栄
で
あ
る
と
申
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
私
は
茲
に
衷
心
よ
り
諸
子
の
武
運
お
よ
び
文

運
の
長
久
を
祈
り
、
諸
子
が
何
れ
の
途
に
行
く
に
せ
よ
、
又
如
何
な
る
任
務
が

諸
子
に
与
へ
ら
れ
る
に
せ
よ
、
誠
心
誠
意
、
飽
く
ま
で
も
九
州
帝
国
大
学
学
生

た
る
の
矜
持
と
名
誉
と
を
傷
く
る
事
な
く
行
動
せ
ら
れ
ん
事
を
希
望
し
て
止
ま

な
い
の
で
あ
る
。

三
三
一

送
別
の
言
葉

（『
九
州
帝
国
大
学
新
聞
』
第
二
六
九
号

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
一
〇
月
二
〇
日
）

送
別
の
言
葉

九
州
帝
国
大
学
法
文
会
長

菊
池
勇
夫
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大
東
亜
戦
争
は
ま
さ
に
決
戦
の
段
階
に
入
り
、
わ
が
九
州
帝
国
大
学
法
文
学

部
に
つ
ど
ふ
一
千
の
学
生
も
こ
ぞ
つ
て
出
陣
す
る
日
が
来
た
の
で
あ
る
。
今
や

召
し
に
応
じ
て
祖
国
の
難
に
赴
く
学
生
諸
君
は
、
服
務
を
光
栄
と
し
真
に
か
へ

り
み
な
く
て
出
立
つ
軍
人
精
神
の
伝
統
を
切
実
に
感
じ
て
ゐ
る
こ
と
と
思
ふ
。

学
生
諸
君
の
出
征
に
際
し
、
大
学
生
と
し
て
の
入
隊
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
私

は
次
の
二
つ
の
点
に
注
意
を
喚
起
し
た
い
と
考
へ
る
。
第
一
に
学
問
精
神
は
諸

君
の
服
務
の
中
に
生
か
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。『
人
生
れ
て

学
に
在
ら
ず
と
云
ふ
こ
と
な
し
』
と
述
べ
た
山
鹿
素
行
は
、
学
問
に
お
い
て
『
学

文
』
よ
り
も
『
好
問
察
邇
言
』
を
以
て
重
要
と
し
た
。
す
な
は
ち
『
圃
の
こ
と

は
老
圃
、農
の
こ
と
は
老
農
に
尋
ぬ
る
ご
と
く
い
た
さ
ば
皆
学
問
と
な
る
べ
し
』

と
説
い
て
ゐ
る
。
又
学
習
の
意
義
に
つ
い
て
『
習
の
字
は
行
に
か
か
る
。
学
べ

る
こ
と
も
行
に
な
ら
は
し
考
へ
ざ
れ
ば
皆
口
耳
の
学
と
云
ひ
て
実
の
学
問
に
あ

ら
ざ
る
な
り
』
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
や
う
な
意
味
で
の
学
問
精
神

は
、
軍
隊
教
育
を
受
け
る
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
駐
屯
す
る
各
地
の
文
化
や
民

情
を
察
す
る
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
戦
場
に
お
け
る
生
死
の
間
に
も
発
揚
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。

第
二
に
学
生
諸
君
が
前
線
に
在
つ
て
勇
戦
奮
闘
す
る
こ
と
は
、
祖
国
と
共
に

母
校
の
学
園
を
守
護
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
諸
君
の
す
べ
て

が
学
園
を
去
つ
た
後
に
お
い
て
も
、
研
究
室
を
中
心
と
す
る
研
究
調
査
は
諸
君

の
出
征
に
よ
り
激
励
を
受
け
て
続
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
学
灯
を
高
く
か
か
げ

て
諸
君
の
再
来
を
待
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
母
校
に
お
け
る
教
育

の
停
止
に
よ
つ
て
閉
ざ
さ
れ
た
門
を
開
く
鍵
は
、
実
に
諸
君
が
堂
々
と
勝
ち
ど

き
を
挙
げ
て
凱
旋
す
る
日
の
そ
の
歴
戦
の
手
中
に
握
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

新
学
年
の
開
始
に
当
り
諸
君
が
差
し
迫
つ
た
短
期
間
を
学
修
生
活
に
集
中
し

て
静
か
に
落
着
く
こ
と
を
希
望
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
わ
れ
わ
れ
の
期
待
以
上

の
た
く
ま
し
い
意
志
を
以
て
学
業
に
又
修
練
に
精
進
せ
ら
れ
た
の
を
見
て
、
ま

こ
と
に
た
の
も
し
い
と
思
ふ
。
そ
こ
に
は
か
の
千
万
の
敵
も
言
挙
げ
せ
ず
に
と

り
て
き
ぬ
べ
き
大
丈
夫
の
気
概
を
も
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
今
後
各
種
の
服

務
に
お
い
て
諸
君
の
忠
誠
を
確
信
す
る
と
共
に
、
ひ
た
す
ら
勇
健
に
し
て
武
運

長
久
な
ら
ん
事
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。

顧
れ
ば
私
が
本
紙
の
創
刊
号
を
手
に
し
た
の
は
在
外
研
究
員
と
し
て
パ
リ
に

滞
留
中
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
こ
こ
に
法
文
会
新
聞
部
の
事
業
と
し
て
は
終
刊
と

な
る
べ
き
紙
上
に
執
筆
す
る
に
つ
い
て
は
感
慨
殊
に
深
い
も
の
が
あ
る
。
わ
が

学
部
は
開
学
以
来
正
に
廿
周
年
を
迎
へ
法
文
会
も
亦
十
八
年
を
経
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
間
本
紙
は
創
刊
以
来
十
七
ケ
年
常
に
大
学
新
聞
と
し
て
の
役
割
を
果

し
て
来
た
の
で
あ
つ
て
、
歴
代
の
新
聞
部
員
の
努
力
に
は
衷
心
よ
り
敬
意
を
表

す
る
も
の
で
あ
る
。

筆
の
重
き
こ
と
錐
の
如
く
意
を
尽
し
難
い
が
、
以
て
出
征
の
行
を
壮
ん
に
し

併
せ
て
本
紙
の
永
き
休
刊
を
惜
し
む
言
葉
と
す
る
。（
昭
和
十
八
年
十
月
十
五
日

稿
）


